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キーワード

集合、写像、逆写像、関数、いろいろな関数とその逆関数、数列とその極限、関数の極限、

連続関数、微分、導関数、接線、2 次の導関数、極大、極小、不定積分、定積分、面積、体

積、微分方程式

一般学習目標
数 III の内容を、より厳密・正確に学習する。さらに、数 III では扱わない重要な関数につ
いて学習する。

達成目標

・集合と写像・関数について理 する。

・関数の微分について理 し、種々の関数の微分を 算できるようになる。

・関数の積分について理 し、種々の関数の微分を 算できる。

・微分・積分を種々の問題に応用できるようになる。

・微分方程式の意味を理 し、簡単な微分方程式を けるようになる。

授業の形式

前半（笹野担当）：講義

後半（南 担当）：講義

学生諸君の理 度に応じて講義を進めるで、下記の授業 画通りに講義が進行しないことが

ある.

成績評価の方法

前半（笹野）：小テストまたはレポート、および筆記 験。

後半（南 ）：小テスト、レポート、筆記 験.

前半と後半の成績を総合して評価する。

教科書／参考書
前半（笹野）：数 III の教科書（各自適宜準備すること）

後半（南 ）：プリントを配付する.

メッセージ

内容は、数 III のみではなく、それを えたものも含んでいる。数 III を履修して来たから
と って、油断しないこと。

また、自宅学習は必 である。授業に出ているだけで単位がとれる訳ではない。



授業Ầ画
回 主題と位置付け 学習方法と内容 備考

１

(4/18)

集合と写像(1)

（笹野）

最も基礎的な概念である、集合とその間の写像

について学習する。

２

(4/25)

集合と写像(2)

（笹野）

写像の合成、単射性、全射性、逆写像について

学習する。

３

(5/2)

関数

（笹野）

写像の特別な場合として、関数を学習する。と

くに、指数関数などのいろいろな関数とそのグ

ラフについて学習する。

４

(5/16)

三 関数

（笹野）

弧度法をもちいた三 関数について、その定義

や種々の性 を学習する。

５

(5/23)

逆関数

（笹野）

２次関数、指数関数、三 関数などの逆関数に

ついて学習する。

６

(5/30)

極限と自然対数の底

（笹野）

数列と関数の極限について学習し、自然対数の

底を定義する。

７

(6/6)

関数の連続性

（笹野）

連続関数を定義し、その性 について学習す

る。

８

(6/13)

微分 f'(x)

（南 ）

関数 f(x)の微分係数 f'(x)の定義と微分係数の

意味を考える.　微分の 算練習を行う.微分

f'(x)を用いて自然現象と社会現象のモデル化を

考える.

９

(6/20)

導関数 f'(x)の応用

（南 ）

導関数 f'(x)の応用を考える.　接線の方程式と

関数の増減を微分を用いて考える.

１０

(6/27)

2 次導関数 f"(x)とその応用

（南 ）

2次の導関数f"(x)とその応用を考える.

　関数の極値問題を考える.　関数の 1 次式での

似を考える.

１１

(7/4)

不定積分

（南 ）

不定積分について考える.　不定積分の 算法を

考える.

１２

(7/11)

定積分

（南 ）

定積分の定義（概念）を考える.　また定積分の

算練習を行う.　定積分を用いて自然現象と社

会現象のモデル化を考える.

１３

(9/5)

定積分の応用

（南 ）

定積分の応用を考える。面積と体積の 算を行

う。

１４

(9/12)

微分方程式

（南 ）

自然現象の数学モデルとしての簡単な微分方程

式を導き、その を求め、そのモデルを 析す

る。

１５


